
ニカラグア国

農業開発事業事前調査報告書

(1)ラ･グラナデイジヤ地区農業農村総合整備計画

(2)ヒノテガ県コーヒー生産拡大計画

平成 3 年 2 月

社団法人 海外農業開発コンサルタンツ協会

内外エ ン ジ ニ アリ ン グ株式会社



は じ め に

本報告書は､平成2年11月下旬から同年12月にかけて､ニカラグア国において実

施した｢ラ･ダラナディジャ地区農業農村総合整備計画+及び｢ヒノテガ県コーヒー生

産拡大計画+の海外農業開発事業事前調査の現地調査結果をとりまとめたものである｡

両開発計画は､既にニカラグア国農地開発庁(ⅠⅣRA)によって､その予備調査と計画

の概定がおこなわれているd調査団は､開発計画の実施責任機関であるINRA及び農牧

省(MAG)とともに現地踏査を実施し､開発計画の内容ゐ検討と改善案についての協議

をおこなった｡その結果､両開発計画案ともに内戦終了後の地域開発及び地域振興政策

の一環を担っており､計画の持つ公益性が高いばかりでなく､国内において類似した開

発上の制約要因を有する他地域への開発モデルとしての波及効果も期待されていること

が明かとなった｡そのため,当該計画が､日本政府の開発調査薬案件として実施される

とともに､さらに将来事業化が計られ,復興を目指すニカラグア国の発展に寄与するこ

とを戯うものである｡

最後に､本調査機関中に貴重な御意見ならびに御協力いただいた在ニカラグア国日本

大使館の方々に対し､謝意を表し‾ます｡

平成3年2 月

AD CA 海外農業開発事前調査団

(内外エンジニアリン株式会社)

川崎勝彦(農業経済担当)

溝辺暫男(地域農業開発担当)
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1.艶査旦豊量

ニカラグア国では､′1979 年のサンディニスタ革命とその後の内戦から10年を経た､

昨年(1990年) 2月に総選挙が実施されチャモロ女史率いる国民連合が勝利した｡その

結果､米国はこれまで中断していたニカラグア国への経済援助を再開した｡また､米国

同様に経済協力を控えていた欧州､カナダ等の主要先進国もチャモロ新政権発足に併せ

て､対ニカラグア援助を拡大する傾向にある｡一方､日本は､pこれまでニカラグア国に

対して､災害援助､食糧増産援助(第2 KR)等を除いて､本格的な経済援助ならびに

技術協力の実施は皆無であった.しかしながら､昨年(1990) 5月の日本政府による経

済協力ミッションのニカラグア訪問以来､同政府から日本政府に対する経済協力の要望

は､高まる傾向にある｡

現在､ニカラグア国では､新政権の発足が間もないこともあって､社会経済計画､農

業開発計画及び農業政策等の国家レベルにおける具体的な開発計画や政策は､未だ策定

されていない｡しかし､農業開発については,後述するようにこれまでのモノカルチャ

的な輸出用農産物の特化生産から､食料作物生産の生産増大による国内市場への安定供

給及び新規輸出用農産物の生産拡大等,国内農業の多様化路線を基本的な政策目標とし

て掲げている｡そのための施策としては､農業生産を安定･拡大させるため生産基盤の

整備とともに内戦によって疲弊した農村地域の復興を最重点課題として標傍している｡

このような状況から､本ADCA調査団は､チャモロ新政権の発足に伴い､設立された

農地改革庁(ⅠⅣEA)作成の｢ラ.ダラナデイジャ地区農業農村開発計画+と｢ヒノテガ

県コーヒー生産拡大計画+を基に､日本政府による対ニカラグア国への農業農村整備に

関する技術協力の可能性についての事前調査を実施した｡

2. ニカラグア国の概

2.1自然及び社会径済状豆

ニカラグア国は､北緯11●
-

15o,西経83o
-

87o30'に位置し､国土の総面積は

120,300 km2 である｡国内は､国土を二分するように､北西から南東にかけて縦走する
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中央山系によって､太平洋岸地帯(Region Pacifico).中央山系地帯(Region Central)

及び大西洋岸地帯(7tegibn Atlantico)の3地帯に区分される.気候条件は､各地帯

で異なり､主要な都市が多く分布し開発の比較的進んでいる太平洋岸と中央山系地帯ほ

年平均気温25-28●c､年間降雨量1,glO
mmである｡両地帯は､雨期(5-11月)と乾

期(12-4月)が明確に区分されており,降雨量のg5%以上が雨期に集中している｡一

方､大西洋岸地帯は､年間降雨量3,000 - 6.600
mと年間を通じて降雨があり､熱帯

湿潤性気候の■様相を呈するとともに､大部分の地域が熱帯降雨林に覆われた未開発地と

なっているo また､中央山系から太平洋の沿岸一帯にかけては､肥沃な平原地帯が分布

し国内における主要な農業地帯を形成している｡ さらに､この地域には､大小多数の

河川とマナグア湖(1.042kln2)及びニカラグア湖(8.264 kTn2)の2大潮があり､主要

な水源として農業ならびに生活用水として活用されている｡

国内は､行政的に第Ⅰ - 第ⅤⅠ地域に区分､さらに17 の県に分割されている｡

(調査位置図参照)現在国内の総人口は､ 360万人(1989年)と推定されており､過去

lo窄問(1980 -I89年)の年平均人口増加率は､ 3.8% と高い増加率を示しているo 人

口の59%は､農村部に分布しているが､首都マナグアの人口が1970年代の50万か

ら､現在では100万人以上に達するなど､内戦終結後､都市部への人口流入が著しい状

`況にある.主要な産業は農業であり､農牧生産が国内総生産額(GDP)の30%以上を占

めている｡また､主要な輸出産品は､農産物であり､コーヒー､綿花､砂糖のこれら農

産物だけで総輸出額のTO %以上を占める状況にある｡

2.2 匡】家径済と農

最近7年間の国内総生産額(GDP)と一人当り総生産額の推移を次表に示す｡

GBL成長垂

_年
1982198319841985198619871988 累積変化率

1981-'88

GDP -0.8.4.6-1.6-4.1-0.8l.7-9.0 -5.1

一人当りGDP -4.01.2-4.8-7.3-3.9-1.7-12.1 -27.4

出典: ECLA資料1988年より作成
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上表に示したとおり､ニカラグア国における1980年代のGDPの累積変化率は､ -5.1

%､一人当り GI)Pは-27.4% とマイナスあるいは低.い成長率にとどまっている｡なお,

一人当りの国民所得は､ 830 US‡(1989年)であり､中米6カ国のうちホンジュラスに

次ぐ低い所得額であるo ま･た､国内においては近年､物価上昇率が著しく1988‾年の

年間累積インフレ率は､ 7.778%を記録した｡以上のように最近の国内の経済状況は､

高インフレとリッセションの状況下にある｡その最大の原因として､主要産業である農

業生産部門の生産不振と食料品を主体とする生活必需品の不足から生じる物価上昇が指

摘されている｡

国内における農業部門は､前述したように､国内総生産額の 30 %以上を占めている

ほか､主要な輸出産品でもある｡さらに､同部門は,総就業人口の40 %に相当する約

45万人を吸収するなど社会的にも大きな役割を果たしている｡ しかしながら､最近の

農業生産の不振は､国家経済へ多大の影響を与えるとともに農業部門が国内労働力の多

くを吸収しているため､年間33%におよぷ失業率の直接･間接的な要因となっており､

農業生産部門の不振が社会的な面からも憂慮される状況にある｡農業生産不振の要因と

しては､国内の農業が伝統的な輸出農産物(コーヒー､綿花,砂糖)への傾斜生産に依

存していたため､最近の国際市場における農産物価格の変動･低下にともない､これら

農業生産の輸出力と生産性の低下が指摘されている｡最近の国内における農業生産状況

は､次項に述べるとおりである｡

2.3農業生産状況と農業政策

2.3.1農業生産状況

ニカラグア国における最近の主要な農業生産指標の推移は､下表に示すとおりである｡

年 197019751980198519871988

1.土地利用(1.000ha)

la.農耕地面積 [1,2051.2301.2461.2681

b.濯淑農耕地面積

c.森林面積

40 67

5,620 5.050

80 83

4.508 3,930
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年 197019751980198519871988

2.農業生産量(1.000t)

a.コーヒー 3949595037

b.綿 花

c.砂糖きび

d.肉 牛

68 123 22 69 49

1.862 2.278 2.175 2.344 2.575

60 64 69 42 40

e.トウモロコシ 236192182234277

3.生産指数(1979:.100)

a.1人当り食料生産

b.1人当り農業生産

c.農産物輸出指数

116

112

63

115

121

86

83

67

76

77

51

68

62

出典･. production Year Book, FAOより作成

上表に示すように国内の農耕地面積は､総国土面積の約10% に相当する127万baで

ある｡そのうち､濯概耕地面積は､農耕地面積の約6.5%に相当する 8.3万ha と推定

され七いる｡過去15年間(1970-1985年)における農耕地面積の伸び率は､わずか5%

に過ぎず､農用地面積の外延的な拡大はほとんどおこなわれていない｡ 国内における

土地利用面積の推移で特徴的なことは,近年の森林面積の減少である｡ 1961年時点で

国土面積の約56%を占めていた森林面積も現在(1987年)では､ 33%にまで減少したo

これは､商業用及び燃料用薪としての森林伐採が進んだ結果と考察されている｡さらに､

国内各地における森林面積の減少は､雨期における洪水の多発､土壌侵食の発生､土壌

流亡による河川への流入と河床の上昇､河川の水質汚濁等によって環境問題を誘発する

原因として近年,捉えられるようになってきている｡

一方､土地所有制度では､ 1981年に制定された農地改革法によって､同年より 350ha

以上の大規模農地を対象に政府による農地の接塀政策が実施された｡接収後の農地は､

土地なし農民や農業組合に分譲､配分された.その結果,農村人口の45引こ対して土地

所有権や耕作権が与えられ､大土地所有農家の割合は, 1978年の41%から1985年には

11%-へと減少した｡しかしながら,農地改革に伴う農地分譲政策は､濯概排水施設を主
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体とする農業生産基盤と農業技術普及､流通体系等生産支援面での未整備によって農地

改革依然よりも農業生産性の低下をもたらしており,
,国内における農業生産の不振と

なって現れている｡

2.3.2農業政策

既述した国内における農業生産状況から､昨年(1990年)発足したチャモロ新政権に

おける農業政策は,次の事項に重点を置いた内容となっている｡

(a)伝統的な輸出用農産物の安定生産と生産性向上による輸出競争力の強化

(b)非伝統的な輸出用農産物(ゴマ,メロン､タマネギ､アフリカンパーム等)の生

産拡大

(c)国内消費向け食料作物及び飼料用作物(栄,トウモロコシ､フリホーレス､ソル

ガム)の生産拡大と国内市場への安定供給

(d)農地改革を通じた農地分譲の促進と既存農地の有効利用

(e)農業生産基盤(濯淑排水施設等)の整備及び適正な農業技術の普及による農業生

産性の向上

･(f)農業生産性の改善による農業所得の向上と農村部における基礎的な生活インフラ

の整備による農家の生活水準の改善

これらの農業政策の実現を図るため､新政権では､国内の主要な地域において農業･

農村開発計画の実施を諸外国からの技術協力及び経済協力に依存する方針を示している｡

2.4行盤墾腰(対外径済援助実施機関)

ニカラグア国では､新政権の発足と併せて次図に示すように中央政府の行政組織とし

て､大統領府を含む10省及び大統領府直轄の 9庁を設立した｡そのうち､農業分野

の関係機関としては､これまでの農業開発･農地改革省(MIDINRA)を改組して新規に､

農牧省(Ministerio de Agricultura ∫ Ganaderia : MAG)と農地改革庁L (lnslilulo

Ⅳicaraguense de ReforTna･ Agraria:1NRA)を設立した.農牧省は､農業生産計画を主体

とする農業政策全般を担当､一方､農地改革庁ほ農地分譲､整備､入植計画の策定を実
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施する｡なお､対外経済･技術協力の公式な要請は､各関連及び担当省庁から対外協力

管(Ministerio de Cooperacion Exterior)を通じて実施される｡

J共和猷鯛l

外務省対外大蔵省経済開発 農牧省公共事業文部省淳生省労働省
協力省省 管

中央鋸行 農地改革

庁

環境庁 エネルギ

一庁

上下水道

庁

スポーツ
庁

文化庁 紋光庁 社会尿険

庁
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3.え二_乞えと邑土呈上塾区星墓畳旦塾全量盈辻塾

(Proyecto de Desarrollo lntegrado Agricola ∫ Rural del Area de La Granadilla)

3.1計画の背景及び

既述したようにニカラグアにおける農業は､社会経済的に重要な役割を有している｡

しかしながら､ 1979年の革命前までの国内における農業形態は､大土地所有制度が支配

的であったo一方で､多くの土地なし農業労働者と零細な小規模農家が､その対比とし

て存在していた｡しかも国内の農業生産は,大土地所有農家を主体にコーヒー､綿花､

砂糖きび､肉牛生産等に代表される輸出用農産物生産の単一生産が､優良農地の多く分

布する太平洋岸を中心に,粗放的かつ傾斜的におこなわれてきた｡また､穀類､野菜類

等の食料用作物の生産は,小規模零細農家において農家の自給用生産を基本とし､余剰

の農産物を国内市場へ提供する生産形態が支配的であった｡その結果､大規模農家と小

規模零細農家との農家間格差が明確に存在した｡

このような状況から革命後,サンディニスタ政権によって農地改革が実施された｡同

改革により､土地なし農民や小規模農家を対象に農地分譲政策が実施され､農用地の有

効利用による農業生産の拡大と責農層の生活水準の改善が図られるようになった｡しか

しながら,農地改革にともなう農用地の分譲後､農業生産基盤(濯概排水施設､道路等)

と農村部における生活インフラ施設の未整備を主因として､生産性の低下と農村部から

の人口流出が顕著な状況となっている｡その結果､農地改革の基本目標である農業所得

の向上による小規模農家層の生活水準の改善の達成も困難な状況にある｡さらに､国内

市場への安定的な農産物の供給と云った､国民経済的な観点からも農地改革実施後の農

業生産の拡大が重要な政策課題となっている｡

以上の背景を基に､ 1988年農業開発･農地改革省(MIDINRA:現農地改革庁1NRA)は､

首都マナグアから南東に位置する ラ･ダラナディジャ地区(La Granadilla)において

農地改革後の新農村及び農業生産体制の確立を目指した､農業･農村開発計画策定のた

めの予備調査を実施し､それに基づく農業農村整備計画の概定がおこなわれた｡同地区

は､農地改革によって､■土地なし農民及び小規模農家へ農地分譲､配分のおこなわれた

典型的な地域であり､同様に現在､ニカラグア国内の農村に共通した農業生産基盤と農
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村部における基礎的な生活インフラ施設の不備等農業･農村開発上の課題を抱えた地域

でもある｡

3.2 且_盟

本開発計画の目的は､ラ･ダラナデイジャ地区約6.440haにおいて､水資源対策(

地下水､取水工及び水路施設整備)
､洪水による農地の湛水及び排水対策さらに土壌保

全対策を基本とする農業開発計画と飲料水施設､道路､医療施設等の農村整備計画から

‾なる｢ラ･ダラナディジャ地区農業･農村総合整備計画(マスタープラン) +の策定で

あるo また､本開発計画の策定一実施により､当該地域における農業生産の増大及び

農家所得の向上と農村部の生活インフラ整備にともなう生活水準の改善を目指すもので

ある｡

3.3星置及び範囲

本事業計画の調査対象地区である､ラ･グラナデイジャ地区は､首都マナグアから南

東へ約60 EJnの地点に位置する｡行政区分上は､第1V地域､グラナダ県ナンダイメ

市に属する｡また､計画対象地区は､以下の範囲を境界としており,総面積は60 km2で

ある｡ (次頁計画地区概況図参照)

北: Munincipio de I)iriono y el Volcan Mombacho.

南･. polo de Escalante.

秦: con el Gran Lago Cocibolca.

西: parte del polo Escalante ∫ la Comarca de Sam Jose de Gracia(Carazo).

3.4 計画対象地区の概況

現地調査を通じて得られた計画対象地区の自然､社会径済及び農村インフラの整備状

況は､次のとおりである｡
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3.4.1自然条件

(1)地形及び土壌

計画対象地区は､北部に位置する モンパテョ山(volcan Mombacho標高600 m)杏

除いて､乗部にあるニカラグア湖(Lago de Nicaragua)を主体に形成された湖成堆

積土壌の低平地帯(標高35TD
-

250m)が､北西部から東部及び南東部へと大きな起

伏をもって分布している｡土性的には,畑作に適した壌土(Franco)または砂壌土

(Franco Arenoso)が大部分を占めている｡

(2)気 象

計画地区においては､雨期と乾期が明瞭であり､ 5月-11月が雨期､ 12月-4月が乾

期に相当する｡乾期には､河川の表流水が枯渇状態となる｡なお､計画地区の属す

るナンダイメ市(海抜95m地点)には､気象観測所があり､同観&TJ所における観測

結果は次のとおりである｡

(a)降雨量:過去10年間(1976-1985年)における年平均降雨量は､ 1,529nmで

ある.そのうち､ 5月(255mm)
､9月(286m)及び10月(349mm)

に総降雨量の約60%が集中している.

(b)気 温:年平均気温は, 27℃ である｡最低気温は､ 24℃(1月-2月)
,最高

気温は､ 28oC (3月-4月)である｡

(c)蒸発敬重:最大蒸発散量は､ 257Tnn (4月)である.

(d)湿 度:相対性湿度は､61%(3-4月) -80%(8-9月)である｡

(e)風 速:最大6.6m/seg. (1-2月)
､最小2.3-2.5Tn/seg.

(9-10月).

(f)日照時間:最高281時間/月(3月)
､最低149時間/月(10月)

(3)水利(河川)

計画地区における主要な河川は､西部のカラソ台地(Meseta de Carazo)に水源を

発するビタール河(Rio Pital)であり､同河川は地区を東西に貫流し､ニカラグア

湖へと流入しているo また､同河川は以下の小流域群(sub-Cuencas)によって構成

されている｡
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一朗icro cuenca Mombacho

- Micro cuenca EI Arroyo

- Micro cuenca Monte Grande

ーMicro cuenca DiriTnO

- Micro cuenca EI Pastor

- Micro cuenca Nandaime

これら流域群内には､多くの渓流(Arroyo)が存在し､惑淑用水琴らびに飲料水周

に利用されているQ しかしながら､乾期には枯渇状態となるためこの間は､地下水

(井戸)に依存する状態となる｡なお､計画地区内における地下水位は､平均90

- 130m であるo

3.4.2社会 び農村インフラの現状

(1)社会経済状況

計画地区■は､国内最大の消費市場である首都マナグア(人口100万人)から約 60 km

(車で約50分)の地点に位置し､パンアメリカン道路(Carretera Pananericana)に

隣接しているlまか,国内唯一の鉄道も近隣にあり､市場アクセスの面では恵まれた環境

を有している.なお､本計画対象地区は,次の14の集落(conunidad)から構成され

ている｡

- La Granadilla

-

Monte Verde

- EI Coyolar

- Monte Grande Oriental

- Las I∋renas # 2

ーAguas Agrias

- La Barranca

- Barrio Ⅳuevo

- EI Manchon

- Las Brenas # 3

ー Los Eanchones

-

La Orilla

- Monte GrarLde Occidental

- Las Brenas # 1

これら集落に分布する総家族数は､ 1,443戸､そのうち 90%以上が農家である｡

また､総人口は, 8.096人､人口密度は135人/km2 であり､総人口の46%以上に相当

する約3,800人は12才以下の幼児も含めた若年層である｡
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(2)農村インフラの現状

計画地区における飲料水供給施設､医療施設､教育施設､道路等の主要な農村インフ

ラの現状は,次のとおりである｡

(a)農業用水及び飲料水供給施設

計画地区においては水道施設はなく､飲料水は河川､渓流,井戸等に依存する状

況にある｡また､乾期には飲料水の確保が困難となり,各農家では､表流水及び

井戸水のある場所まで出向き､日常的に飲料水確保のため水汲み作業に長時間を

費やしている.飲料水用の公共の井戸は､ Agua Arias､ EI Coyolar､ Monte Gran

de､ EI Manchonの各集落に設置されているが､地区内の人口と比較してその絶対

数が不足している｡そのため､自家製の井戸を設置し､乾期に飲料水を販売する

農家も存在する｡

なお､農業用の濯淑施設もー股農家では､所有しておらず国営のタバコ生産国場

において整備されているのみである｡

(b)医療施設

EI Mombacho とLa Granadi11aの各集落にそれぞれ簡易保健所が存在する以外は､

医療施設はなく､マナグア市内の病院やナンダイメ市(計画地区から15 km)の

診療所へ出かけねばならない｡また､既存の保健所は設備が劣悪であり,初期治

療さえも出来ず救急車､電話及び無線施設もないため急患への対応が困難な状況

にある｡

(c)教育施設

計画地区内には､ 19カ所に教育施設が分布しているが､そのうち学校としての体

制を整えているのは, 2施設にすぎない｡その他の教育施設は､個人の住宅に依

存するなど､施設が劣悪である｡そのため,現在1,262人の児童のうち､半数以

上の生徒が所属する集落内において教育を受けれなかったり､悪条件の教育環境

下にある｡
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(d)農 道

地区内における道路の総延長は, 58km に達しており､そのうち錨装率は25%の

13km (簡易舗装)に過ぎず､その他5knが砂利道､残りの70%は士道である｡

これらの道路は､主要道路と圃場との接続が悪く､幅員も狭い上に管理が不十分

であるため雨期には湛水､乾期には陥没カ所が多々発生し通行不能となる｡さら

に､地形が起伏に富み複雑であり､小渓流が縦横に走っているため農道網の整備

に支障をきたしている｡

(e)電力供給施設

地区内において電力施設を有する集落は､ Roncali､ EI Arroyo､ Los Ranchones

及びEI Manchonのみであり､これらの各集落においても-般農家への電力普及

率は低い状況にある｡

(f)その他の生活関連施設

通信施設及び下水･雑排水処理施設等の生活関連施設も未整備である｡特に､下

水･雑排水処理施設の未整備は､し尿や汚濁水の垂れ碍しにより､近年､水質汚

染の問題が生じている｡

(g).農業関連施設

農産物の乗出荷施設等の共同利用施設は無い｡しかし､計画地区と隣接するナン

ダイメ市には,農産物集出荷施設(1,500 ton)のほか､農産物供給公社(Empre

sa Nacional de : ENABAS)の農産物貯蔵施設(2.300 ton) ､パンアメl)カン道

路沿いには､屠殺場､精糖工場等が存在する.また､農業機械センター(Union

de Cooperativa Agricolas : UCA)が計画地区内にあり､農業協同生産組合(co

operativa Agrieola de Produccion : CAP)を主体にトラクターの賃貸を実施し

ているが､_絶対数の少なさと整備不良車が多く充分には機能していないoなお､

ナンダイメ市には､農牧省(MAG)の支所があり､農業技術普及および指導を実

施している｡
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3.4.3農業生産状況

(1)土地利用及び所有状況

計画地区における土地利用の内訳は次のとおりである｡

農耕地面積: 4.200 ha

牧畜面積 490 ba

農牧地及び: 1.750 ba

その他面積

合 計 6,440ha

計画地区においてLは､農地改革を契機に小農主体に農地分譲がおこなわれた.現在の

土地所有形態は､次の 3形態に分割されている.また､小面積ながら国営圃場(APP)

も存在する｡

所有形態 所有頒模

協同組合(CAP) 17組合､300組合員

大規模農家(GP) 平均所有面積21ha

中･/Jヽ規模農家(PMPI) 平均所有面積5ha

このうち特に､協同組合の果たす役割は大きく･､組合所有農地を一般農家へ貸与する方

式も採用しているはか､農薬､肥料等の生産資材の取扱い版元もおこなっているo

(2)農業生産状況

主要栽培作物は､トウモロコシ､フリホ-レス(いんげん豆)
､ソルガム(飼料用)

及び米(陸稲)であり､地区内総生産量の 90%以上をこれら作物によって占めている｡

その他､小面積ながら､‾砂糖きび,たばこ､ユカ(キャッサバ)の栽培もおこなわれて

いる｡計画地区におけるこれら作物の総生産量は､年間約10万tonであり､所有形
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態別生産規模の内訳は次のとおりである｡

所有形態 作付作物及び面積

協同組合(CAP) トウモロコシ､7T)ホーレス:I.540ha

大境模農家(GP) トウモロコシ､州a'ム､米:2.100ha

中小規模農家(PMPI) トウモロコシ､7T)トレス､tJA･がム:420ha

国営圃場(A戸P)

〝 くColonos)

たばこ(濯淑施設あり) : 49 ba

砂糖きび 286 ha

作付体系は､国営圃場を除いて澄渡施設が整備されていないため､天水に依存した年

一回の作付(5月播種)のみである｡

主要作付作物の ba当り収量は､次のとおりである｡

トウモロコシ

フリホーレス

ソルガム

米

2.6 ton/ba

0.6 ton/ha

3.6 ton/ba

2.6 ton/ba

いづれの作物の収量とも国内の平均収量を上回っており計画地区は､国内におけるこ

れら主要穀類の主産地であることがうかがえる｡このうち特に､トウモロコシは+近年

の改良種子の普及により全国平均の約 2倍の収量を記録している｡

3.4.4農業･農村開発及び整備上の課題

上述の計画地区における現況から理解されるように､本地区における農業農村開発及

び整備上の阻害要因を次のように整理できる｡
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(1)乾期における農業用水の不足と雨期q)洪水発生旦呈_を星型旦塾丞也

周年栽培が可能な地域にもかかわらず､計画地区では､乾期に降雨量がはとんどなく

乾期の作付が不可能な状況にある｡その結果､農家経営が不安定な状況であるほか年

間を通じた安定的な雇用機会の確保が困難である｡

(2)洪水盈_堕±塵侵食旦盈生

計画地区一帯では毎年､雨期にビタール河涜域一帯の洪水(50n3/seg)の発生により､

農地が湛水し作物の生育及び収穫に大きな被害を与えている｡さらに､地形及び土壌

条件から土壌侵食が発生し易い状況にあり,表土の流出や河川への流入により､河序

勾配が上昇し洪水発生を助長している｡

1987 -

'88年における洪水被害の集落と面積は､次のとおりである｡

集 落 被害農家戸数 被害人数

EI Arroyo

El朋anchon

La Brenas 1 y2

Cuatro Esquinas

La Barrancas 1. 2 y 3

La Orilla

La Cuenca y La Gloria

94 436

114 653

228 1.273

89 527

191 1,161

153 931

59 316

合 計 928 5,297

洪水の発生は､毎年､総農家及び総人口の65%以上､また､総農地面積の約40%に

相当する1,500 ba以上に達し､農産物の収穫被害のはか生命の危険にもさらされてい

る｡さらに,洪水の発生は､雨期の農道の湛水と乾期の農道の陥没(凹凸)の発生は､,

車両の通行不能をもたらす主な原因とされている｡
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(3)農村及び生活イ_?フ_ラの衷竪塵

前述したように計画地域においては､水源施設､飲料水施設,医療施設､教育施設､

農道､乗出荷施設等の基礎的な生活及び農業･農村インフラが未整備の状況にある｡

その結果,計画地区及び周辺の農村部からの人口流出が近年増加しており､農村部′に

おける労働力の減少と農村白休の疲弊を助長している｡さらに,計画地区及び周辺農

村部からの人口流出は､都市部への人口集中の要因として指摘されている｡農村部に

おける､水源施設､農道､乗出荷･貯蔵施設等の農業生産基盤のはか､飲料水及び医

療施設等の基礎的な生活インフラの整傭は､安定的な農業生産の確立とともに農民の

定住化を促進し､農村の活性化のみならず民生の安定に欠くことのできない項目であ

る｡

3.5
､事業計画の内容_(秦)

以上の計画地区における現況と予備調査に基づく､開発及び整備計画(寡)の内容は､

次のとおりである｡

3.5.1計画地区の方向づけ

計画対象地区は､次に述べるような農業生産の地域特性から農業生産の潜在的なポテ

ンシャルが高い地区とされてきた｡

(a)国内最大の農産物消費市場である首都マナグ7から約60kmと都市近郊に位置する｡

(b)穀物,野菜等の農業生産の生産適地としての実績がある｡

(c)小規模農家､大規模農家､組合組織及び国営圃場と営農形態が明確に区分されてい

るため､営農規模ごとに作付作物の導入が容易であり､地域全体としての農業生産

及び農村開発の方向づけが容易である｡

くd)潜在的な農業開発のポテンシャルが高いにもかかわらず､本格的な農業及び農村基

盤整備が未整備であるため､その整備効果は著しく高い｡

以上の農業･農村開発の有利性のほか本地区は､農地改革によって農地分譲が全農家
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を対象に実施され､併せてBND (Banco Nacional de Desarrollo.I B付D) ､ PEOAGRO (Pr

oveedora Agropecuaria) ､ UNAG (Union Ⅳacional de Agricultura y Ganaderia)がそ

の支援機関として設立された｡これは､農地改革による農地分譲政策を社会経済的な面

からなんとか成功させようとする現れである｡

農業生産を高め農家の所得水準を改善し､農村部における生活水準の向上を図るには､

これまでの経験から単なる農業生産基盤整備だけでは､根本的な対策にはならず,併せ

て農業生産と深い関連がある農村及び生活基盤の整備が必要条件となる｡そのため､本

開発計画の策定においては､農業生産基盤整備と生活基盤整備の両面から勘案すること

とする｡

また､現在､ニカラグア国内における主要な農村においては､農地改革後において本

計画対象地区と同様な農業･農村開発上の課題を有している｡そのため､本地区におい

て樹立される農業･農村整備計画の実施は､計画地区の開発､発展に寄与するだけでな

く他地域(区)の開発上のモデル計画として期待できる｡

3.5.2事業計画の内容

事業計画は､既述した本計画の目的に沿って､現在計画対象地区において農業･農村

開発上の課題とされている､次の内容に対する対策が主内容となる｡

(1)受益面積

(2)稗益人口

(3)生産基盤対策

a.水源開発

b.洪水施設

c.植 林

d.集出荷施設

e.貯蔵施設

f･,農業機械センター:

g.農業支援組織:

6,440 ha

I.443農家､ 8.096人

地下水(各集落)
､取水工､水路整備

ビタール河流域での護岸施設整備及び農地の排水路整備

モンバチョ山周辺

主要集落ごと

1箇所 600Tn2

2 箇所(メインセンター400n2､サブセンター200Tn2)

技術指導､普及及び生産資材販売等
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(4) ･農村及び生活インフラ対策

a.飲料水施設

b.道 路

c.医療施設

d.教育施設

e.簡易マ-ケサト

(5)維持管理用機械

3.6 調査結果による所見

飲料水用井戸の設置(各集落14箇所)

改修(簡易舗装または砂利舗装総延長25km)

保健所の新設整備 3箇所

校舎改修･新設(改修20箇所､新設7箇所)

日用品及び食料販売店2箇所

トラック

ブルドーザー

バックホー

ダンプトラック

本開発計画では,当初､雨期における洪水防御と土壌侵食対策が計画の骨子となって

いた｡しかし､計画地区の現況から考察して､洪水防御と土壌侵食対策の実施だけでは,

現在､計画地区が抱えている農業･農村開発及び整備を進める上での根本的な問題解決

にはつながらないと判断され､実施責任機関である農地開発庁との協議の上,前述のよ

うな開発計画の内容(塞)となった｡

本計画対象地区では､既に｢予備調査報告書+ ｢地形図1/50.000+ ｢概略土地利用図+

等の基礎的な資料が整備されているiまか､農牧省(MAG)との協力体制やカウンター‾パ

ート等の人員組織も予備網査の時点から確立されている｡さらに､本案件は､新設され

た農地改革庁において､最初の対外国機関及び政府への技術協力案件として作成された

ものであり,優先度め高い案件として判断できる.
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4.旦∠_亘_互監ユ=上二生産塵去丑塵塞

(Idea del PrograTna de Renova.cion de Care en el Dpto. de Jinotega)

4. 1証塾生畳量

ニカラグア国におけるコーヒーの年間輸出額は､約9千500万USSに達しており､

国内における主要輸出農産物の地位を占めている｡このような､国内における主要な輸

出農産物であるコーヒー生産は､第†1地域に属する マタガル/ヾ県(Matagalpa)及び

ヒノテガ県(Jinotega)にその60%が集中しているo このうち､ヒノテガ県地域にお

けるコーヒー樹木は､既に径済適正年数の20年以上が経過しており､単位面積当り収

量の低下が著しい状況にある. また､本地域のコーヒー生産農家は､大部分が小規模

生産農家であるため､コーヒー樹木の新規植え替えあるいは更新が営農上困難な状況に

ある｡

このような状況から､農地改革庁(川RA)は､ 1990年にヒノテガ県地域におけるコー

ヒー樹木の新規植え替えを主体とした生産拡大計画を概定した｡本生産拡大計画の概要

は､次のとおりである｡

4. 2旦_二_阜=生産拡大計画

4. 2. 1証塵遡_区の範囲

計画地区は､ヒノテガ県に属する以下の6集落から構成される地区を計画対象の範囲

とする｡

(a) La Fundadora

(b) Polo de I)esarrollo EI Consuelo -

Pal del Tuna

(c) Asttlrias

(d) Pueblo Ⅳuevo

(e) Wivili

(f) PaTItisma
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4.2.2 目 的

本計画の目的は､つぎの 4項目からなるo

(a)約1.780 haのコーヒー樹木の植え替え.

(b) 43 コーヒー生産組合の統合と組合農家の所得改善｡

(c)生産基盤の整備と生産技術の改善｡

(d)生態系に適合した生産方式の確立｡

4. 2. 3証塵.真昼逸盟

本計画の実施責任機関は､農地改革庁(INRA)であるo さらに､ヒノテガ県の農業生

産組合くC.A.S)と融資組合くC.C.ち)が支援機関として参加する｡

4.2.4事業内容及び事業費

本事業計画は､コーヒー樹木の植え替え､資機材投入､コーヒー園の造成､機械化を

主要な事業計内容としているo総事業費は588万7千USS と概算されている.事業計

画ごとの事業費は,次のとおりである｡

事業項目 事業費(1.000 US古)

1.コーヒー樹木の桂え替え

2.資機材

3.造成費

3.383.2

657.0

1,547.7

4.農業械械 299.6

合 計 5.887.5

事業費のうちコーヒー樹木の植え替え費用の各集落別内訳(年次別)は､次のとおり

である｡
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単位: 1.000USS

集落 1年2年3年4年合計

1.LaFundadora 32.233.356.865.7188.1

2.EIConsuelo 33.434.258.868.0194.4

3.Asturia8 21.922.638.545.6128.6

4.PuebloⅣuevo 28.629.550.358.2166.6

5.甘iyili 322.0332.0567.0659.01,880.0

6.Pantasna 141.5145.7249.0289.3825.5

合計 579.7S97.31,O呈o.41,185.83,383.2

4.3 調査薦果による所見

コーヒー生産拡大計画は､国内における主要輸出農産物であるコーヒーの生産拡大と

安定生産さノらには､小規模生産農家の営農の安定化をその主目的としている｡

計画対象地区であるヒノテガ県は､標高1,500nを越す中山間地に分布しており､コ

-ヒ-の収穫物の輸送や洗浄作業に多大の費用と労力を要し七いる.その結果､生産農

家の販売利益の歩留りの低下､洗浄水の垂れ流しによる河川の汚染など営農及び環境上

の問題も発生している｡そのため､生産と加工が直結するような生産システムや汚水処

理施設の設置さらには､計画地区及びその周辺部のインフラ(道路､排水施設等)整備

等総合的な計画内容とするこによって､より効果的な事業の発現が可能となる｡
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5.1詞奮臣程盈ぜ面会者

博 行 程 面 会 者

平成β牢

1. 11月之8日(水)

2. 11月29日(木)

3. 11月30日く金)

4. 1乞月1日(土)

5. 12月 2日(ET)

a. 1之月3日(月)

7. 12月 4日(火)

8. 12月 5日(水)

9. 12月 6日(木)

10. 12月 7日(金)

ll. 12月 8日(土)

奴田発/pサンジェ)i,ス普

ロサンジ∫ルス発

ニカラグア著(マナグ了)

日本犬便館表敬

農牧省(舶8)対外協力局

にて打合せ

対外径済協力省表敬､打合せ

農地改革庁(川馳)表敬､打合せ

現地掩査

哉地踏蒼

現地掩査,川RAにて打合せ協議

柑丑Aにて打合せ協議

日本犬便館粛査概要報告

ニカラグア(マナグア)発/

コスタリカ普くサンホセ)

コスタリカ発/ロサンジェルス着

ロサンジェルス発

日本着
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佐藤 誠 寄書己嘗

Dr. Ballardo Selva

(農牧省副大臣鴇佐)

Lie.Carlos Benebente a.

(対外経済協力省局長)

舶ria Pasos Cesar

(対外経済協力省局長)

Dr. Gustavo 7ablada

(農地改革庁長官)

tng. juan Jose丑odriguez

(計画局長)

lNRA及び帆AGの専門官同行

′′

〝

Dr. Gustavo Tablada

l鳩. Juan 一ose RodrigLZeZ

佐藤 試 着田宮

移動日

〟

′′



5. 2 吸豊里料且旦__ヒ

(1)社会経萌分野

- Geografia y Estructura Econonica de Nicaragua

-

Productos de Exportacion No Traditional

- Organigrama del Po°er Ejecutivo de la Republica de Nicaragua

- OrganigraTDa del lnstituto打icaraguense de Refoma Agraria

一正epublica de Nicaragua

く2)農業及び農業開発分野

ーProyecto
de lntervencion Extraordinaria de Desarrollo Rural

- proyecto de Desarrollo fZural‾ La Granadilla
- Escalante

- Idea del Programa de Renovacion de Cafe en el Dpto. de Jinotega

-

EI Sector Agropecuario･. EvoltlCion Reciente y Perspectivas para el

periodo 1988
- 1g90

-

Evolucion Eistorica y Perspectivas 1988 - 1990

-

Diagnostico del Sector Agricola Nicaragua

- Danos en el Sector Agropecuario Provocados por el Juana EvaluacioFl

(3)地形図

-肘apa de Nicaragua
1 : 1,000.000

一朗apa
de Ⅳicaragua 1 .･ 500,000

一拍apa de
Nicaragua 1 : 50,000
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ラ･ダラナデイジャ地区農業農村総合整備計画 T/R (秦)

(本 T/R実は､調査団が作成し､ニカラグア政府農地改革庁へ提出したもの

であるo )
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REPUBLICA 1)EL NICARAGIJA

TERmINO I)E REFERENCIA

PROYECTO DE I)ESARROLLO 工NTEGRAI)0

AGRICOLA Y RURAL I)EL AREA DE LA GRANAI)ILLA

EI Instituto Nicaraguense･ d声Refor皿a Agraria(INRA) de la Rep血1ica de

EI Nicaragua formula este T6r皿1no de Referencia para solicitar al

gobierno japon6s la cooperac16n t占cnica sobre el Proyecto de I)esarrollo

Agricola y Rural del Area de La Granadllla.皿edlante por EI Ministerio de

cooperaci6皿Eズterna.

corltenido de la solicitud : Estudio del PlanMaestro sot)re el citado

Proyecto.

Solicitante

Pais sollcltado

: EI Instituto Ⅳiearaguense de Refor皿a

Agraria (エⅣRA).

: Goblerno del Jap∂n.
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TERM工NO DE REFERENC工A
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1. Resumen del Proyecto

E1 'resunen del Proyecto se indica aba3o. LAB principales o detalles

del proyecto se lndlca Capitulo 3 y 4.

1.1 Antecedentes

Despu6s de la revoluc16n, con la

sandinista se realiz6 1a reparcelaci6n

agricultores para la utllizaci6n eficaz de

reforna agrarla del goblerno

de tierras a los peque氏os

ユas tlerras agricolas. Como

organismos de apoyo de la politlca de la reforma agraria, se puede

皿enCionar el Banco Nacional

_de
Desarrollo(BND), 1a Proveedora Agro-

pecuaria(PROAGRO) , 1a Uni6n Nacional de Agricultura y Ganaderia(UNAG)

y el阿inisterio de I)esarrollo Agropecふario(MIDIⅣRA).

Sin

,embargo,

despues de la distribuci6n de

la refor皿a agrarla, como consecuencla del

lnfraestructura de producc16n(instalaciones de

etc.) y ta皿bi6n de la lnfraestructura de

incre皿entar la productlvldad y los lngresos

皿eJOrar Su nivel de vida. Ade皿互s, desde el

la§ tlerras agricolas con

皿al equlpamiento de la

rlego y drenaJe, Ca皿inos,

vida, ha sido difficil

de lo§ agricultores para

punto de vista econ6nico

naciona1, esI Sunanente inportante incenentar la producci6n agricola para

suministrar de una manera estable lo§ productos al mercado interno.

La regi6n de La Granaldilla que se ubica al sudeste de

Managua es una regi6n tipica de reparcelaci6n a los

agricolas (sin tierras) y a los pequeaos agricultores y al

es una tegi6n donde existen esos proble皿aS Cltadas arriba

con el desarrollo agricola yrural, de car丘cter co皿丘n a

1a ciudad de

trabajadores

皿1s皿O tle皿pO

relaclonados

otras zonas

rurales del. pais. por esto, para estabillzar la a血inistrac16n del nuev.o

gobierno nicaraguense■despu6s de la revoluci6n,甲 Suma皿ente lmportante

resolver lo§ pro†)1e皿aS relacionados con el desarrollo agricola y rural de

esta regi6n, de establecer un sistema eficaz de producci6n agricola en

ユas nuevas zonas rurales de la refor皿a agraria y de utilizar la

experiencia co皿0皿Odelo de desarrollo en las otras zonas del pals.
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Bajo estos antecedentes, el goblerno nlearaguense sollclta al

gobierno japon6s la as■1stencia t占cnica para realizar estudios

relacionados con el Plan 珊aestro en la elaboraci6n del Proyecto de

Desarrollo Agricola y Rural del Area de La Granadllla.

1･2 些立地

1･2･1些ま堕竺

El objetlvo de este proyecto de desarrollo, pri皿eramente eS de

establecer el PlanMaestro de I)esarrollo Agricola y Rural del Area de

Granadllla que tlene■ una superficie de aproxi皿ada皿ente 6,440 ba, y

constituye del plan b孟slco de riego y drenaje, de 皿edidas contra

inundaci6n y de conservaci6n del suelo, inclusive los planes/progranas

desarrollo agTicola. de construcci6n de las instalaciones

La

Se

la

de

de

abasteei皿iento de agua potable, de caminos y de lnstalaciones de

asisten‾cia m占dica, etc. Ade皿孟s, con la elaboraci6n y realizaci6n de este

proyecto de desarrollo, se piensa incrementar la producel∂n agricola del

Area, aumentar los ingresos de los agricultores y asi皿isno, con el

equipa皿1ento de la lnfraestructura rural,皿ejorar el nlvel de v上da de lo§

babitantes.

Cabe nencionar que este proyecto de desarrollo no silo se aplicari a1

Area de La Granadilla, sino que servir丘 como 皿Odelo de desarrollo

agricola y rural en otras孟reas del pais por lo que se piensa elaborar un

proyecto､ cuyo contenido sea de aplicaci6nmi1tiple.

i.2.2 Ubicaci6n y alcance

El孟rea de La Granadllla, objeto del proyecto, se ubica a unos 60 k皿

hacia el sudeste de la ciudad de Managua la capitaLl. A血inistrativamente

corresponde a la Reg16n IV,帆1nlncipio de Fandaime, I)pto. de Granada, 1os

li皿ites son los sigulentes y la superflcie es de 60 km2.
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Norte : Munincipio de Dirlomo y el volc孟n抑ombacho

Sur : Polo de Escalante

Este : Con el Gran Lago Coclbolca

Oeste : Parte del Polo Escalante y la Comarca de sam Js占de Gracia

(Carazo)

1.3 0rganismos de Ejecucl∂n

Los organistuos encargados de la e3ecuci6n de este proyecto

工nstituto Nicaraguense de Reforna AgTaria (INRA) , ta皿bi占n el

de Agricultura y Ganaderia (MAG)

colecci6n de datos necesarios.

1.4 Contenldo del Proyecto

1.4.1 Medidas a adoptar

son, el

Ministerio

que cooperar孟en los estudios de ca皿pO y

Para solucionar lo§ proble皿aS relacionados con el desarrollo agrl-
′

cola yrurAI se adoptar孟n las medidas siguientes ideas :

a. Equipamlento/mejora de la lnfraestructura agrieola, con el

solucionar el problena de escasez del agrua para uso

durante la temporada de sequia, tambi占n para prevenir lag

clones de las parcelas de cultivo durante la tenporada de

fin de

agricola

lnunda-

lluvias

y estabilizar el sistena de producci6n agricola y para lo cual se

construirAn o se arreglar孟n principal皿ente ユas instalaciones de

iiego y drenaje (inclusive de aguas subterraneas).

b. Asi皿ismo se to皿ar孟n皿edidas de protecc16n contra ユas inundaciones

y la erosi6n del suelo y para estabilizar el sistezna de producci6n

agricola, se construir丘n principalmente diques para proteger ユas

nirgenes de los rios.

c. se planear互1a activaci6n de las zonas rurales y la colonizaci6n

de los agricultores y para apoyar la producci6n agricola, se

equipara la infraestructura de vュda de los habltantes, en prlnci-

pal ユas lnstalaciones bAsicas como de abasteci皿iento de agua
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potable y de atenci6n 皿6dica, etc. Tambi占n se

instalaciones de co_1ecci6n/despacho de los productos

de al皿aCenamlento de estos, o sea, 1nstalaclones de

fislea en general.

equiparin las

agrieolas y

distribuci6n

De lo anterior, la§ ldeasl el contenldo de este proyecto ser丘co皿O

slgue :
･

(1) Area beneflclada : 6,440 ba.

(2) Poblac16n beneficiaria : 1.443 fincas, 8,096 personas.

(3) Medidas relacionadas con lla‾1nfraestructura de producci6El.

a･ Instalaeiones de riego/drenaje:

Construcci6n /rehabilitaci6n de canales de riego y drena3e.

b. Instalaelones de dlques:

4 sltios en la cuencaL del rio pita1.

c.
1Reforestaci6n:
En los alrededores del volc丘n Mombacho 350 ha y cobertura de

tlerra 250 ha.

d. IrlStalaciones de colecci6n/despacho de productos agricolas.･

7 1nstalaelones en la§ principales co皿unidades(c/也 500皿2 ).

e. Instalaelones de al皿aCena皿1ento:

1 sltlo
-

600 m2.

f. Centro de皿aquinaria agrieola:

2 sltios (centre prlnclpal1 400皿2, subtentro
､- 200 m2) -

g. organizaciones de asistencia agricola:

Asesoramiento, difusi6n de t6cnicas y venta de insu皿OS de

producci6n, etc.

(4) Medidas relacionadas con la lnfraestructura rural y de vida.

a. Instalaciones de abasteel皿1ento de agua potable:

ConstrtlCCi6n de pozos de agtla potable (en cada.comunidad
-

14)

b. Ca皿1nos:

Rehabilitaci6n (pavi皿entaCi6n sencilla o de ripio. extensi6n

25･kn).
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c.工nstalaclones sanltarlas:

Construcci6Tl de nuevos centros de sallidad

-
/ 3 sitios.

a. Establecimientos educaclonales:

Reparaci6n/construcci6n de escuelas (reparaci6n

nueva construcci6n
- 7 sitlos).

20 sitios,

e. Peqtle五os tBerCados'.

2 tlendas para la venta de articulos de uso dlario ァ

allmentos.

(5) Maquinarla para la adnlnistrac16n y manteni皿iento:

camlones para productos agricolas
- 2 (4 tons c/u)

Buld6zer
- 1 (ll tonsI

Retroexcavadora - 1 (0.3皿3)

cam16n de volquete
- 1 (4 tons)
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2. Resumen de la Repdblica de Nicaragua

2.1旦堕空地墜

La Repdblica de Nicaragua esunestado de A皿占rica Central que se

ubica en la latitud norte ll● - 15● ya la longitud oeste 83' - 87●30' con

una superfleie total de 120,300 k皿2･ Debido a la§ condiciones

topogT孟ficas, el terltorio se dlすide en la Regi6n del Paciflco･ Regi6n

central y Regi6n del Atl孟ntlco. EI cll皿a eS diferente en ユas tres

regioTleS･, eTl e1 1itQra1丘el Pcifico dorLde se etlCuerLtran las principales

ciudades, 1A temperatura media anual es de 28'C y la precipitaci6n anual

es de 1,910皿m,皿ientras que en la costa del Atlantico todo el aao es

cAlido y h血edo. En la regi6n central moTlta5osa
y la regi6n del Pacifico,

1as estaciones de lluvias (nayo -

novie皿bre) y de sequia (diciembre
-

abri1) estin blen narcadas.

Ad皿inistrativamente se divide en 6 reglones(Ⅰ
- ⅤⅠ) y 17

departanentos. La poblaci6n total es de 3･6 nillones de habitantes･ de la

cual alrededor de1 30Q< est孟concentrada en la ciudad de Managrua, 1a

capital, y e1 59Q/. se encuentra distribtlido en ユas zonas rurales･ pero en

los血1itmos aaos el lncremento de la poblac16n urbana es皿uy nOtable･

LaL agricultura constituye la principal actividad y la producci6n

agropecuaria abarca皿丘s de1 30宅del producto
interno bruto(PIB)･ EI caf6･

el algod6n y el azdcar son los principales productos que se destinana la

exportaci6n, cuyo valor asciende a mÅs de1 70y･ de la exportaci6n
total･

El producto lnterno por c孟pita es de US$ 830 y en los
dltimos 5 a6os el

producto lnterno bnltO ha venido registrando d占ficit o un Tlivel bajo de

desarrollo, o sea; 1985 -4.1%,
1986
-0･6Qi,

1987 ＋1･7駕･ 1988 -9･0･
1989

-

3.0%. La causa se debe a la depresi6n de la producci6n agricola･

2.2 血生

Tal como se explic6 anteriormente, el sector agricola, aden孟s de

ocupar nhs de1 3Q.ji ael Plも, se considera
co皿O ftlerLte priTLCipal de La
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exportac6n. Adem孟s, e1 40Q< de la poblaci6n activa, equivalente a

aproxl皿adamente 450 mll personas se dedlca a la agrlcultura, per° eo皿O Se

ha dicho, 1a depresi6n de la producci6n en los dltimos a点os, est孟

ejerciendo gran lnfluencla en la econo皿ia naclonal.

depresi6n se debe a que se ha dependldo de皿aSiado de

productos tradiclonales(caf6, algod6n, az丘car) y con

baja de precios en el mercado lnternaelonal, se

consecuenclas.

La

la

la

ba

causa de esta

exportaci6n de

fluctuaci6n y

sufrido la§

Bajo estas situaci6n, 1a politica agricola se ha tenido

para ne3ora1 1a tendencia que favorece la- producci6n de

tradicionales de exportac16n y dar皿aydr i皿pOrtanCia a los

que revisar

lo§ productos

asuntos que se

indican a continuaci6p :

a. Estabilizar la producc16n de los productos agricolas de exportaci6n

tradlelonal.

b. Incementar y色stablecer la producci6n de productos agricolas no

tradicionales de exportaci6n(a3on3o11, ne16n, cebolla, palna afri-

cana, ete.).

c. Incre皿entar la producci6n de alipentos de-consumo en el interior

(arroz, naiz, fri3oles, sorgo, etc.) y estabilizar e1 ;uninistro al

mercado lnterno.

d. Acelerar la distribuc16n de tlerras de acuerdo con la tefor皿a

agraria y utilizar eflclente7nente la忌 tlerras agricolas e玉istentes.

e. Equipar/皿ejoial la infraestructura de producci6n agricola(instala-

ciones de rlego y drenaje, etc.), dlfundir o extender ユas t6cnicas

agricolas que sean apropiadas para incre皿entar la productividad.

f. Au皿entar lo§ lngrsos agricolas
_con
la皿ejora de la productlvidad y

asi皿is皿0, me3orar el nivel
de vida de los agricultores a baser del

- equipamiento
de la infraestructura b丘sica rural.

El nuevo gobierno que asu皿i6 el poder en ahtil de 1990, con el

prop6sito de realizar las nuevas nedldas adoptadas en la politica, piensa

establecer proyectos de desarrollo agricola y rural en la§ prlnclpales

regiones del pais, a base de las cooperaciones econ6micas y t占cnicas del

exterior.
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3. Proyecto de I)esarrollo

3.1 Antecedentes

Tal como se expllc6 anterior皿ente, 1a

dese皿pe員a un rol皿uy importante en el aspecto

agricultuTaS en Nicaragua

socioecon6nico del pals.

Sin embargo, hasta antes de la revoluc16n de 1979,

expoltaci6n agricola_ 1atlfundlsta, o sea de posesi6h de

de gran extens16n･皿ientras_ que.por otro lado exlstian

trabaLjadores_o peones agricol甲 Sin tierras･ Adem孟s,

agricola hal sido del tipo extensiVo y de a皿edia ladera,

predomlnaba la

fincas rdsticas

皿inifundios y

la producci6n

prineipal皿ente

en el lltoral del Paeifleo donde se-dlstribuyen tlerras buenas agricolas,

e耳plotadas en su皿ayOria por grandes terratenlentes. Los productores

principales eran el caf占, el` algod6n, 1a ca五a de azdcar, y el ganado papa

carne. destinados para la exportaci6n.

Por otra parte･ 1a producci6n de aliJnentOS COnO Cereales y hortaliza!

se ha dejado en manos de los‾ peque6os agrlcultores(血1qifundlos) para el

autoabsteciniento. Sin embargo, -debido
a que los productos de los

peqtlefios agricultores Ilo Se CO皿erCializabaLl POT CaL]ales de distribuc16Jl.

tampoco habia asistencla t6cnica y.de producci6n de parte del gobierno,

sin contra
Icon
la ganaderia de vept:as, 1a situaci6n era皿uy desfavorable

para productores. For esto, habia gran dlferencla en ユas posiciones

sociales entre los terratenientes o familias bacendadas de n血ero

reducido, y los pequeiios agricultores en su mayoria.

Bajo esta situaci6n, despu6s de la revoluci6n, con laL reforma agraria

del gobierno sandinista se realiz6 1a reparcelaci6n de tierras a lbs

peque売os agricultores para la utilizaci6n eficaz de ユas tierras

agricolas. Como organls皿OS de apoyo de la politlca de la reforma agrarla,

se puedt皿enCionar el Banco Naclonal de Desarrollo(BUD), 1a Proveedora

Agropecuaria(PROAGRO) , 1a Uni6n Nacional de Agricultura y Ganaderia(UNAG)

y el Ministerio de I)esarrollo Agropecuario(M工DIFRA).

sln embargo, despdes de la distrlbuci6n de ユas tierras agri-colas con
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1a refor皿a agrarla‾, como consecuenela del mal equlpa皿1ento de la

infraestructura de producc16n(instalaciones de riego y drenaje, caminos,

etc.) y tambi6n de la lnfraestructura de vida, ha sido difficil

incre皿entar la productlvidad y lo§ lngresos de lo§ agrieultores para

nejorar占u nivel de vida. Adem孟s, desde el punto de vista econ6mico

nacional, es su皿a皿ente i皿pOrtante ince皿entar la producci6n agricola para

suminlstrar de una皿anera eStable los productos a■1皿erCado lnterno.

La regi6n de La Granadilla que se ubica al岳udeste de

Managua es una regi6n tipica de reparcelaci6n a los

agricolas (占im tierras) y a los peque如s agrlcultores y al

.es

una regi6n donde exlsten esos proble皿aS Citadas arriba

con el desarrollo agricola yrural, de carActer co皿血 a

1a eiudad de

trabajadores

mlsmo tlempo

relacionados

otras zonas

rurales del pais. por esto, para estabillzar la a血inistraci6n del nuevo

gobierno nicaraguense despu6s de la revoluci6n, es sumamente inportante

resolver los problemas relacionados con el desarrollo agricola y rural de

●
■

esta region, de establecer un sistena eficaz de producci6n agricola en

ユas nuevas zonas rurales de la refor皿a agraria y de utilizar la

experiencla co皿0皿Odelo de desarrollo en ユas otras zonas del pais.

Ba3o es_tos antecedentes, el gobierno nicaragtlenS占 solicita al

gobierno 3apon占s la asistencla t占cnica para realizar. estudios

relacionados con el Plan Maestro en la elaboraci6n del Proyecto de

Desarrollo Agricola y Rural del Area de La Granadilla.

3.2 0bjetlvo y A土eance del Proyeeto

3.2.1 0bjetlvo

El objetlvo de este proyecto de desarrollo, prl皿era皿ente eS de

establecer el Plan把aestro de Desarrollo Agricola y Rural del Area a.e La

Granadilla que tiene
luna
superflcie de aproxi皿adamente 6,440 ba, y se

constituye del plan b丘sico de riego y drenaje, de medidas contra la

inundaci6n y de conservac16n del suelo, inclusive los planes/pr■ogra皿aS de

desarrollo agricola, de construcci6n de las instalaciones

- 9 -
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abasteclmlento de agua potab.1e, de caⅢ1nos y de lnstalaciones de

asistencia皿占dica, etc. Ade皿As, con la elaboraci6n y realizaci6n de este

proyecto de desarrollo, se piensa lncrementar la producci6n agricola del

Area, au皿entar lo§ lngresos de los agricultores y asi皿ismo, con el

equipa皿iento de la lnfraestructura rural,皿ejorar el nlvel de vュda de los

babitantes.

Cabe皿enCionar que este proyecto de desarrollo no silo se aplicar孟al

area de La Granadilla, slno que servir丘 co皿O mOdelo de desarrollo

agricola y rural en otras孟reas del pais por lo que se piensa elaborar un

proyecto cuyo contenido sea de apllcac16n ndltiple.

3.2.2 Ubicaci6n y alcance

El丘rea de La Granadilla, objeto del proyecto, se ubica a unos 60 kn

hacia el sudeste de la ciudad de阿anagua la capital. A血inistrativamente

corresponde a la Regi6n工Ⅴ, Munincipio de Nandaime, I)pto.

1i皿ites son los slguientes y la superficie es de 60 km2.

Ⅳorte :

Sur

Este :

Oeste :

de Granada, 1os

Munincipio de I)iriono y el volcin Monbacho

Polo de Esealante

Con el Gran Lago Coclbolca

parte del Polo Escalante y la Comarca de sam Js占de Gracia

(Carazo)

3.3

.9&

Los organls皿OS enCargados de la ejecuci6n de este proyecto

Instituto Nicara飢1enSe de Reforma Agraria (工NRA), tambi6n el

de Agricultura y Ganaderia (MAG) que cooperarA en los esttldios

colecci6n de datos necesarios.
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3.4 Resumen del Area del Proyeeto

3.4.1 Condiciones naturales

Las principales condlciones naturales en el area del proyecto, tales

como la topografia, suelo, utilizaci6n de agua,皿eteOrOlogia, etc., son

como sigue:
'

(1) Topografia y suelo

El孟rea del proyecto es d色una planicie baja (elevaci6n 35
- 250

m)

de suelo sedimentario de origen lacustre eonstituido principalmente

por el Lago de Nicaragrua en la parte Este, excepto el volc丘n

氾ombacho(elevaci6n 600 m). Del Noideste al Este y al Sudeste existen

grandes ondulaclones. La皿ayOr parte del suelo es franco o franco

arenoso 可ue es皿uアaprOplado para el cultivo en secano.

(2) Meterologia

En esta孟rea, 1as te皿pOradas de lluvias y de sequi且 estAn bien

marcadas, o sea, desde皿ayO a nOVie皿bre
-

te皿pOrada de. lluvias, de

dicienbre a abri1
-

tenporada de sequia. En la tenporada de

seca el_ agua superflelal de lo§ rios. En el munincipio de

en el sitlo de 95 m de altura sobre el nivel

observatorio neteoro16gico, cuyos registros

sigtliente :

a) precipitaci6n

I)urante 10 a丘os en el pasado (1976
-

1985),

anual ha sido de 1,529 Ⅱm. Entre esta,

septiembre
-

285 m皿y en Oetubre
- 349 m皿, 0

1a precipitaci6n total se concentra en estos

mos

del mar

dan a

t

Sequla Se

Nandai皿e ,

exlste el

conocer lo

1a precipitaci6n

en mayo
-

255

sea que casl e1

3 meses.

皿edla

run , en

60Q< ■de

ち) Temperatura

La temperatura皿edlaanual es de 27●C. La te皿peratura 皿ini皿a de

24●C(enero
-

febrero) y la temperatura 皿まⅩ1ma de 28'C (皿arZO
-

abrll).
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c) Evapotranspiraci6

La evapotranspiraci6n es de 257 nn (abri1).

a)- Humedad

La hu皿edad relatlva es de 61./. (marzo
-

abril) a 80Q/. (agosto -

septle皿bre).

e) Velocidad del Vlento

Velocidad mAxl皿a 6.-6皿/seg. (enero
- febrero) y minl皿a 2.3

I 2.5

皿/Beg. (Septlembre
-

octubre).

f) Horas de isolaci6n

舶Ⅹi皿a 281 horas/mes (marzo), minimo 149 horas/皿eS (octubre).

(3) Uti11zaci6n de a釘IaS (rios)

El rio principal que se encuentra en el lqeSeta de Caraza en la parte

Este y al:raviesa el area de Este a Oeste para desenbocar en el Lago

de Nicaragua. Este rio se constituye de ユas sub-cuencas siguientes :

- Micro cuenca机o皿bacho

-把icro
cuenca EI Arroyo

- 阿icro cuenca Monte Grande

Dentro de estas sub-cuencas se

- micro cuenca Diri皿0

- Micro cuenca EI Pastor

-

Micro cuenca Ⅳandai皿e

eneuentran mucbos arroyos

utilizan paraL el riego y como fuentes de agtLa potable. Sin

debido a que se secan durante la te皿peratura de sequi且,

tie皿pO Se depende del agua sub-terr孟nea (pozos). El nivel

que Se

embargo ,

en este

freAtico

dentro del孟rea del proyecto es de 90 a 130皿en t6r皿ino medio.

3.4.2 Actualidad de la infraestructura socioecon6nica y rural

(1) Situaci6n socioecon6皿ica

El孟rea del proyecto se ubica a unos 60 k皿(por carro, aprOヱ. 50

minutos) desde la ciudad de Managua (poblaci6n l皿il16n) que Ies el
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mayor mercado de eonsumo del pais, por cerca pasa la Carretera

Pana皿ericana y el ferrocarril(dnlca via) por lo que ユas condiciones

de acceso son venta3osas.

Dentro del孟rea皿enCionada existen 14 co皿unidades -indicadas abajo,

1,443 casas de famillas, 1a poblaci6n es de. 8,096 habitantes y la

derLSidad ltRedia es de 135 habitantes/h2. Se debera tRenCionar que mÅs

de1 46Q/. de la poblaci6n equivalente a apro五1mada皿ente 3,800 personas

es gente J6ven, inclusive ni五os menores de 12 a点os.

- La Granadllla

- Monte Verde

-

EI Coyolar

- Monte Grande Oriental

- Las Brenas # 2.

La industrla principal

- AgtLaS Agrias

-

La Barranca

-

Barrio Nuevo

- El杵anch6n

- Las Brenas # 3.

es la agricultura y

familias pertenece a agricultores. Tambi6n se

ー Los Ranehones

-

La Orllla

- Monte Grande Occidental

- Las arenas ‡ 1.

m畠s del

explota ･1a

90% de ユas

ganaderia.

(2) Situaci6n actual de la infraestructura rural

･
La actualldad de ユas principales lnstalaciones de la lnfraestructura

rural, tales como de abastecimi､ento de agua potable, de asisteneia

m6dica, de estableciniento educacionales, caminos, etc., es co皿O Se

expliea■abajo :

a) Instalaclones de agua para uso agricola y de abastecimiento de agua

potable

E1孟rea del proyecto no existen sistemas de servicio de agua potable

sino que la gente depende del agua de rios, arroyos y pozos. Adem孟s,

en la 6poca de sequi且 es dificil consegulr el agua potable, siendo

necesari_o que la gente se vaya a los sltlos domde hay agua

stlperflclal o de pozos. perdiendo皿uChos tienpo en estas faenas.
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Aunque en Agua Arias, EI Coyoral., Monte Grande y El 阿anchon existen

pozo竿pdblicos, hace falta el n血ero absoluto de pozos para satis-

facer la忌 necesldades y por esto, exlsten agricultores que ban

construido pozos privados y venden el agua potable. En cuanto a las

instalaciones de a酢1a para el riego, 1os agricultores en general no

poseen estas lnstalaclones y sola皿ente Se tlenen en los ca皿pOS de

cultivo.del tabaco que son propiedades de explotaci6n estatal. I

b)工nstalaciones de aslstencla皿6dlca

Solanente en las conunidades de EI Monbacho y de La Granadilla

existen-peque売as instalaclone.s de sanidad.-y cono en ユas otras

co皿unidades no exlsten estas faellldades, 1a gente tlene que lr basta

los hospitales en Dtanagua o
-al阿unlncipio

de Ⅳandaime (unos 15k皿

desde el丘rea del proyecto) para la asistencia 皿占dica. Adem孟s, 1as

instalaciones exlstentes de sanidad est孟n皿al equipadas que no se

puede dar servicio de tratamiento皿占dico inicial, no

a皿bulancia, ni instalaciones de tel占fono y radi9,

dificil adaptarse a log cas°s de emergeneia.

e) Estableelmlentos_ educacionales

Amnque.en el孟rea del proyecto existen 19.

educacionales, sola皿ente 2 se p山eden considerar como

otros se encuentran en casas paL'rtlculares de p6slmas

bay carros de

por lo qlle eS

estableci皿ientos

escuelas. Los

condiciones de

ense丘anza. For tal raz6n, de los 1.262 nlaos de edad escolar,皿丘s de

la nitad no puede recibir educaci6n dentro de la conunidad donde se

vlve, o sea 可ue el ambiente educacional es muy desfavorable.

a) Caminos

La extensi6n total de caminos dentro del Area es de 58 kn y solamente

un 25% o sea 13 kEL eStA pavimentado (pavi皿iento sencilla), 5_k皿 eSt丘

enripiado y el resto (70Qi) es de construcci6n de tierra. El enlace de

estos caminos rurales/veclnales entre log

ca皿1nos princlpales es deficiente, ade皿丘s

a la nala adnlnistraci6n y nantenlniento,

temporada de lluvlas o bundl皿1entos en la

- 14 -
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consecuencla, no -son transitables. Tambi占n se deber孟

existen dlflcultades para arreglar la red de caminos

topografia es condulada y compllcada, y lo§ arroyos

tod_os dlrecciones.

e)工nstalaciones de su皿inistro de energia e16ctrica

Dentro delまrea del proyecto, 1as co皿unidades

instalaciones de energia el占ctrlca son; Roncali.

Ranchones y El州anchon y ann en estas co皿unidade?

es de bajo nlvel.

一皿enCiona
que

丘et)ido que la

se desplazan a

que cuentan con

EI Arroyo, Los

la electrificaci6n

ど) Otras lnstalaciones vltales

Respecto a ユas instalaciones de teleco皿unicaci6n, de

alcantarillado/procesa皿iento de aguds sucias, etc. , se encuntran en

nalas condiciones. Especial皿ente POT el mal equipamiento del alcanta-

ri11ado y de las lnstalaciones de procesaniento de aguas sucias, esti

surglendo el problema de conta皿inaci6n del agua.

ど) Instalaciones agricolas

En e1 孟rea del proyecto no exlsten instalaciones de

colecci6n/despacho colectivo de.I 1os productos agricolas

sola皿ente en el Muninclpio de Nandai皿e adyacente al

encunentra esta clase de instalaci6n de alnacenaniento de

agricolas (capacidad : 2,300 tons) que es propiedad de la

nacional EⅣABAS y a lo largo de la Carretera Panamericana

sino que

area, Se

productos

enPreSa

hay un

皿atadero, 1a refineria de az丘car y otras instaLlaciones. I)entro del

丘r･ea se encuentra el Centro de Maquinaria Agricola (Uni6n de

cooperativas Agricolas
- UCA), ta皿bi6n la Cooperativa Agricola de

producci6n (CAP) que alqullan tractores y naquinaria agricola pero

debido a la falta del n血ero absoluto de estos, y por encontrarse en

皿alas condlciones de皿antenimiento, 1a func16n de estas organiza-

ciones no es satis factoria. Adem孟s, en el Munincipio de Nandaime

existeuna oficina de MAG que se dedica a la difusi6n de ttるcnica

agricolas y asesoramlento.
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31.4.3 Situac16n de la producci6n agrlcola

(i) Utili2:aCi6n y tenencia de tierras

La utilizaci6n de tlerras dentro del area del proyecto

indica abajo :

Superflcle de tlerras cultlvables : 4,200 ba

Superficie de tlerras para la ganaderia : 490 ba

Otras tierras : 1,750.ba

Tota1 6,440 ba

I)entro del area del proyecto, en ocas16n de la refomLa

realiz6 1a reparac16n de tierras a los peque五os

prlnelpal y el estado actual de

las 3 formas siguientes, per°

parcelas de prioridad estatal.

For皿a de tenencla

teenlea de tlerras

aunque en peque示a

Superflcie

eS COmO Se

′

agrarla, Se

agricultores en

se claslfica en

escala, existen

Cooperatlvas (CAP)

Grandes
_productores

(GP)

Pequefios/medlanos productores

lndivlduales (PMPI)

･
. 17 cooperatlva, 300皿ie血bros

: Superficie皿edla 21 ha/productores

: Superflcie皿edia 5 ha/productores

Entre estas, 1as cooperativas desempe紬n un roュ muy l皿pOrtante, pueS

no silo alquilan ユas tierras a sus 皿ie皿bros sino que tambi6n les

venden insunos de producci6n, tales cono productos agroquinicos,

fertilizantes, etc.

(2) Situaci6n actual de la producci6n agricola

Los cultivos principales en el丘rea del proyecto. son;皿aiz, frijoles,

sorgo(forraje) y arroz, cuya producci6n asciende a皿aS de1 90Q4 del

total. Entre otros, aunque en superficies reducidas, tambi占n se

cultiva la ca員a de aztkar, el tabaco y la yuca. La producci6n total
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de tod.os estos productos es de aproxl皿adamente lOO 皿11

al a売o y los detalles de producc16n de ユas dlversas

tenencla de tierras son cono se describe a continuaci6n:

Forma de ･tenencia

Cooperativas (CAP)

Grande≦ productores (GP)

Peque五os/皿edianos

productores (PMPI)

Parcelas estatales (A戸P)

Colonos (A戸P)

Cultivos y superfleie

toneladas

formas de

Mail, fri3oles

Mail, sorgo, arroz

Maiz, frijoles, sorgo

: 1,540ha

: 2,100 ha

420 ha

Tabaco 49 ba

(con instalaciones de rlego)

ca員as de azdcar 266 ha

Excepto ユas parcelas estales o pdblicas que cuentan con instalaciones

de riego, el血1co slstema de cultlvo es el que se ゎasa en el agua de

lluvia temporal, una vez al a貞o (siembra en皿ayO). Las semillas son

en su mayoria de producci6n propia y existen problemas

poder gerninativo es sunanente ba3o;

El rendi皿iento de los cultlvos

Maiz : 2.6

Frljoles : 0.6

Sorgo

Arroz

El rendlmlento de

naciona1, For lo qtle

3.6

principales es como sigue:

tons/ba

tons/ba

tons/ba

2.6 tons/ba

estos productos

de qlle el

sobrepasa el volu皿en 皿edlo

se podr丘notar que el area del proyecto se.puede

considerar co皿O CentrO.principal de producci6n de cereales･ Especial一

皿ente el mail, con la lntroducci6n de se皿i11as 皿ejoradas, 1a

producci6n es casi el doble en conparaci6n con el pronedio naciona1.

La superficie de cultivo del sorgo que- se utiliza como alimento

forrajero para la cria de vacas lecberas es de aproxi皿ada皿ente 490 ba

y los agrlcultores de peque紬y皿edlana escala ta皿bi占n/se dedican a

la cria de anlmales de tiro.
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3.4.4 ProbleTnaS SObre el desarrollo agricola y rural

I)e la situaci6n actual en el孟rea del proyecto, se podr丘entender que

existen clertos problemas que obstaculizan el desarrollo agricola y

rural, cono se e耳pllca a contlnuaci6n :

(1) Escasez del agua para uso agricola durante lムte皿pOrada de sequia e

lnundaclones en la te皿pOrada de lluvlas.

Aunque en elまrea del proyecto se puede cultivar durante todo el a壱o,

casi no llueve durante la占poca de sequi且 por lo que es imposible

tener cultivos. Co皿O reSultado, 1a e耳plotaci6n agricola es inestable

y no hay seguridad en ユas oportunidades. de e皿pleo.

(2) Ocurrencia de inundaciones y de la erosi6rl del suelo.

Todos los a五os, en la temporada de lluvias ocurren inundaciones (50

m3/seg) en la cuenca del rio Pital, estancまndose el agua los campos

de cultivo y causando da6os a ユas plantas y cosechas. AdemAs, debido

a ユas condiciones topogrAficas y geo16gicas, ocurre fÅcil皿ente la

erosi6n del suelo y con el arrastre de la capa superficial y la

aflueneia a los･ eallCeS Se Suben lo§ lecbos, causando mayores

lnundaclones.

Las co皿unidades y babltantes que ban sufrido ユas consecuencias de la§

lnundaclones durante 1987 a 1988 son co皿O Slgue:
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Conunidades

I)a五os

CasasdeagricultoresPersonas

EIArroyo 94436

EIPTanchon 114653

LasBrenasly2 2281,273

CuatroEsquinas/ 89527

LasBarrancas,1,2y3 1911,161

LaOrilla 153931

LaCuencayLaGranadilla 59316

Total 9285,297

Estas inundacion占s causan estragos todos los a売os a los agricultores

y a m丘s de1 65./. de la poblaci6n total y ta皿bi占n producen da売os a casi

e1 40% de la superficie total de las tierras agricolas equivalente a

l,500 ha, 1o que sigTlifica que no silo se da売an ユas cosecha sino que

tambi6n existen riesgos de perder la vida. Ade皿孟s, a causa de ユas

lnundaclones durante la temporada de lluvlas en los caminos, asi co皿O

de los hundinientos y destrucci6n de estos durante la tenporaLda de

sequia, lo§ vehiculos no pueden transitar por estas vias.

(3)阿a.1 equipa皿iento de la lnfraestructura rural･

Tal como se ha explicado anterior皿ente, en el丘rea del proyecto ユas

lnfraestructuras b丘slcas agricolas y rurales, tales co皿O de instala-

clones de rlego, de abastecl皿1ento de agua potable, de instalaclones

sanitarias/atenc16n m占dlca, de esatbleci皿ientos educacionales,

caminos vecinales/rurales, 1nstalaciones de colecci6n/despatho de

produetos agricolas, etc‥ se eneuentran皿al equlpadas.
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Como resultado de esto,丘1tlnanente estA crecieTldo el flujo de la

poblaci6n rural a las zonas urbanas, debilitando la econonia rural

por una parte y baclendo surgir problemas en ユas cludades por la

concetraci6n excesiva de la poblac16n. por esto,

el equlpamiento de ユas lnfraestructuras cltadas

tancia para estabilizar- 1a producci6rL agricola,

rural y (:ontribulr al bienestar social del pais.

3.5 Contenldo del Proyecto

3.5.1 Concepto b孟slco del proyeActo

se pondr孟decir que

es de suma lmpor-

activar la econonia

I)ebido a ユas caratteristlcas regionales de producci6n agricola que se

indican abajo, el Area del proyecto se considera que tiene alto potencial

de producci6n.

aJ
Tienen la vent-a3a de que se ubica a unos 60 kn desde la ciudad de

Managua que es el mayor mercado de consumo de productos agricolas

delpais.

b. Goza de fa皿a COmO CentrO prOpicio de producci6n de productos

agricolas, co皿O Cereales, hortalizas, eec.

c. En vュsta de que los tipos de eェplotaci6n a豆ric.ola s占 dividen

claramente en peque売os productores. grandes productores, organiza-

ciones de cooperatlvas y parcelas estatales, es facil introducir

cultivos adecuados para cada tlpo de explotaci6n y orientar de una

皿anera global el desarrollo rural.

d. Aunqu_e el potencial de desarrollo agricola es elevado, actual皿ente

no se ha podldo aproveebar debido

infraestructuras b丘sicas , agricolas

llegue a proveer y arreglar todo lo

muy beneficlosos.

al mal equlpamiento de la§

y rurales, per° cuando se

necesario, surtir孟n efectos

Aparte de ユas ventajas 可ue se obtlenen con el desarrollo agricola ア

rural, se podr孟n contar1os efectos positivos de la reforma agraria

mediante
la reparcelaci6n de las tierras a todds lo§ agricultores as呈
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cotRO ユas funciones de apoyo del Banco nacional de Desarrollo (BNl)), de la

Proveedora Agropecuaria (PROAGRO), de la Un16n Nacional de Agricultura y

Ganaderia (UNAG) que se ham establecido con el fin de tener 6Ⅹito en el

aspecto socloecon6皿ico del pais.

Con el ob3eto
de lncrementar la producci6n y mejorar los ingre-sos de

los agrlcultores, tambi6n de elevar el niver de vida de los habitantes en

ユas zonas rurales, 1a experiencla Dos ense員a que sl nos limita皿OS a

equipar/Jne3orar solanente la infraestructura de producci6n agricola, esto

no se considera como soluci6n b孟sica sino que tambi占n es necesario

arreglar/皿e5orar
la infraestructura relacionada con la producci6n,

1a lnfraestructura ruralアマltal de lo§ babitantes. For esto,

elaboraci6n de este plan de desarrollo, se deberi considerar el

niento/ne3ora de anbas infraestructuras, de producci6n y de los

tantes.

O Sea,

en la

equlpa-

habl-

Asi皿is皿0, al lgual que en el丘rea del proyecto, actual皿ente en ユas

principales zonas rurales de Nicaragua existen los 皿ismos proble皿aS de

desarrollo agricola y rural. Por esto, 1a realizaci6n de este proyecto,

servirまde modelo para el desarrollo de otras zonas/regiones.

3.5.2 Medidas a adoptar

De acuerdo con el objeto y el co･ncepto b丘sico de este proyecto, para

soluclonar lo§ proble皿aS relaclonados eon el desarrollo agricola y rural

se adoptarin las nedidas siguientes ideas :

a. Equipa皿iento/皿ejora de la lnfraestructura agricola, con el fin de

solucionar el proble皿a de escasez del agua para uso agricola

durante la temporada de sequi且, ta皿b16n para prevenir ユas inunda-

eiones de la§ pareelas de cultlvo durante la temporada de lluvias

y estabilizar el sistena de producci6n agricola y para lo sual se

constru1r丘rL 0 Se arreglar孟n principal皿ente las lnstalaciones de

riego y drena3e (inclusive de agtlaS Subterrineas).

b. Asinisno se tonarin nedldas de protecci6n contra las inundaciones
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y la eros16n del suelo y para estabilizar el sistena de producci6n

agricola, se construir孟n principa1皿ente diques para proteger las

mArgenes de los rios.

c. Se planeari laL aCtlvaci6n de las zonasrurales y la colonizaci6n

de los agricultores y para apoyar laL PrOducci6n agricola, se

equiparA la infraestructura de vida de lo§ habitantes, en princi-

pa1 1as instalaciones bisicas cono de abasteciniento de agua

potable y de atenc16n m占dlca, etc. Ta皿bi占n se equlpar孟n ユas

lnstalaclones de colecci6n/despacho de los productos agricolas y

de alnacenaniento de estos, o sea, instalaciones de distribuci6n

fislca en general.

De lo anterior, 1as ideas el contenido de este proyecto serまco皿O

Slgue :

(1) Area t)eneflclada : 6,440 ba.

(2) Poblaci6n bene■ficiaria : 1,443 fincas, 8,096 personas.

(3) Medidas relacionadas con la infraestructura de producci6n.

a. Instalaclones de
rlego/drenaJe:

Construcci6n /rehabilitaci6n de canales de riego y drena3e.

b. Instalaclones de dlques:

4 sltlos en la cuenca del rio pュtal.

c. Refore岳taci6n:

En los alrededores del volcin Monbacho 350 ha y cobertura de

tlerra 250 ha.

d. Instalaciones de colecci6n/despacho de productos agricolas:

7 instalaciones en las principales conunidades(c/u 500 n2 ).

e. Ⅰ皿Stalaciones de almacenamiento:

1 sitio
- 600 皿2.

f. Centro de皿aqulnarla agricola:

2 sltlos (centro principal
- 400皿2, subcentro

- 200 m2)

g. Organlzaciones de asistencla agricola:

Asesoramiento, difusi6n de t6cnicas y venta de insumos de

producc16n, etc.
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(4)阿edidas relaclonadas con la infraestructura rural y de vida.

a. Instalaclones de abastecl皿iento de agua potable:

Construcc16n de pozos de agua potable (en cada comunidad
- 14)

b. Caminos:

Rehabllltac16n (pavi皿entaCi6n sencllla o de ripio, extensi6n

25kn).

c. Instalaclones sanltarlas:

construcci6n de nuevos centros de sanidad
- 3 sitios.

也. Establecl皿1entos educaclonales :

Reparaci6n/construcci6n de escuelas (reparaci_6n

lnueva
construcci6n

- 7 sitios).

20 sitios,

e. Peque亮os mercados:

2 tlendas para la venta de artieulos de uso dlario y

all皿entOS.

(5) Maquinaria para la a血inistraci6n y皿anteni皿iento:

ca皿1ones para productos agricolas
- 2 (4 tons c/u)

Buld6zer - 1 (ll tons)

Retroexcavadora - 1 (0.3 m3)

Cani6n de volquete
-

i (4 tons)
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農地改革庁作成による計画地区概況図
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4.
.Contenido

de la Sollcitud de Cooperaci6n T占cnlca

4.1 Contenldo del Estudlo

En relaci6n con el孟rea del proyecto, en 1988

Nicaraguense de Refor皿a Agraria (INRA) y el舛inisterio de

el lnstituto

Agricultura y

Ganaderia (MAG) reallzaron esttldio b孟slcos prellpinares y presentaron el

lnfor皿e COrreSpOndientes. Sin embargo, en la realizaci6n del proyecto es

indispensable realizarestudios detallados sobre los asuntos sigruientes

porque a base del estudlo prelimlnar cltado anterior皿ente, t6cnica皿ente

es in_posible la e3ecuci6n del proyecto.

a. observaciones del nivel de agtLa y del caudal en la cuenca del rio

Pital

b_. Estudio de la secc16n transversal y longtudinal de la
_cuenca

皿enCionada arriba

c. Investigaci6n para la determinaci6n de la superflcie da売ada a causa

de las inundaciones y dreha3e deficiente

d.工nvestigaci6n para confirmar los da6os a causa de la erosi6n del

suelo

e. Estudlo sobre lo§ cultivos (forma y siste皿a de cultlvos)

f. Estudio sobre la conservac16n de tierras agricolas

g. Estudio del suelo (clasificac16n de la producci6n del suelo,

utilizac16n de tierras, etc.)

b. Estudlo de la infraestructura rural

i･ Estudio苧Obre la vegetaci6n･ ecosistema y皿edio atBbiente

j.
･Estudio

topogr孟fico, geo16gico y de la calidad del agua

En vista de la importaneia que tiene el desarrollo agricola

d61孟rea del proyecto, el goblerno･ nicaraguense soliclta al

y I rural

gobierno

3'ap6nes la ayuda para realizar el Estudio sobre el Proyecto(Plan Maestro)

de desarrollo lntegrado Agricola y Rural en el Area de La Granadilla que

se constltuye princlpal皿ente de lo§ temas lndlcados arrlba y asimismo

solicita la cooperaci6n t6cnica para elaborar el proyecto y la

transferencia de ユas t占cnicas necesar1as.
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Los ra皿OS-prlncipales del estudio son los slgtLientes :

A. Estudio de la§ Condlciones Naturales

I
.

a. Topografia : caracteristicas topogrificAs, clasificaci6n de

pendlentes

b. mete6rologia: DIstribuc16n de lluvias, precipitaci6n, temperaturas,

1nsolaci6n, hu皿edad, etc.

e. Hidrologia : Cueneas, slste皿aS bidrleos de lo§ rios, caudal皿edio

anual, caudal en los a云os de sequia,- coeficierlte de

a. Suelos

e. Geologia

ど.ロso de la

tierra

eseurrl皿1ento, probabllidad de lnundaciones

Caracteristlcas del suelo (calicata) , fertilidad del

suelo, conservaci6n del suelo, napa de suelo y de

claslficaci6n de suelo

condicion占s geo16gicas,皿apaS geO16gico, investiga-

Qlones a base de perforaclones/sondeos

situaci6n'de uso de la tierra, napa de uso de la

tierra, Plan de uso de la tierra

●
●

B. Estudlo de ユas Cozldlciones Socloecono皿ユCaS .'

Divisi6n a血inlstratlva, 1ngresos, Nivel de vida, Distribuci6n de

lndustrias, Sistema de distribuci6n fisica, SIstema de caminos,

Infraestructura rural.

c. Estudlos de la§ Condlelones Agricolas :

a. For皿a de tenenela :

de tlerras

b. Producci6n agricola:

c. Instalaclones

agrlcolas

I)istribuci6n de conunidades y distribuci6n de

agricultores por comunidades

volumen de producci6n por co皿unidades, produc-

tividad, n占todo de cultivo, m占todo de refores-

taci6n. etc.

I)e colecci6n/despacho de productos, insl:ala-

ciones de agTOindustrla, Plan de constru-

cl∂n de lnstalaclones agrlcolas

- 26 -



a. Sllperflcle de

tierras cultivables

e. Organizaciones de :

de agrlcultores

i. Distribuci6n fisica:

de lo§ productores

Superficies actual de tlerras agricola y de

tlerras cultlvadas, tasa de aprovecbamiento de

tierras cultivables, plan de introducci6n

nuevos cultlvos y plan de produccl∂n agricola

Cooperatlvas, porcentaje de organizaci6n, plan

de organizaci6n productores

c上ases/slste皿aS de dlstribuci6rL 0 COELerCiali-

zac16n, 1nstalaciones, etc.

D. Estudlo de la§ Condicones de Equipamiento de lnfraestructuras :

a. Instalaelones

exlstentes

b. Instalaclones de

rlego y drenaje

c. Camlnos veclnales/

rurales

d. I)a売os a causa de

: Distribuci6n de las instaraciones, clase de

lnstalaclones, etc.

: slstema y distribuci6n de riego y drenaje

: Red de ca皿inos

: Superficie da丘ada, situaci6n de los da丘os

1as inundaciones

e. Organizaciones de adJninistrac16n y皿anteni皿iento de ユas insta-

ciones : Situaci6n actual de citado arriba

f. Plan de constru- : Plan de construcciones de equipamientos de

cci6n lnfraestructtlra rLeCeSrios

E. E岳ti皿aCi6n de Costos para la Ejecuci6n de las Obras

F. Estudio sobre la Evaluaci6n del Proyecto :

Factibilidad econ6nica en la realizaci6n del proyecto, estinaci6n

de beneficios y de efectos, plan de proyecto, etc.

4.2 Factibilidad que Concede el Gobierno Nicaraguense

El gobierno nlcaraguense conceder孟1as facllidades siguiente para la

realizaci6n del estudio de cboperaci6n t占cnica del gobierno 3ap6nes.
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(1) Contraparte nlcaraguense :

Personal t占cnico/experto en ユas diversas naterias que correspondan al

personal del equlpo de estudio 3ap6nes.

(2) Choferes :

Para皿anejar los vehleulos necesarlos del estudio.

(3) Oficinas de trabajo :

A la dlsposic16n del pers.ona1-'del equipo )ap6nes para los estudios de

Ca皿pO.

(4) Datos e lnfor皿aelones :

Datos b孟sicos e lnfor皿aCiones necesarias para el estudio

(estadisticas de log diversos ra皿OS,皿apaS tOpOgr丘flcos, fotograflas

a占reas, etc.)

4.3 Proceso del estudlo

Co皿O prOCeSO del estudlo se propone lo siguiente :

Proceso

A五os

12345

1.EstudlodelPlanMaestro

2.Financlac16n

3.Dise丘oDetallado

4.E3ectlCi6ndelasObras _,__+I
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